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特集　鉄道貨物の挑戦
日本経済の成長の中で鉄道貨物が歩んできた道を検証しつつ、激しい競
争にさらされる鉄道貨物輸送の将来を展望する。

依然展望の開けない経済環境の中で厳しい経営状況がつづいている日本
貨物鉄道株式会社の、中長期計画である「フレイト21」計画作成にいた
る背景とJR貨物が目指そうとしている方向について報告する。

オランダ政府が建設をすすめているロッテルダムと北ドイツの工業地帯
をつなぐ新貨物鉄道 (The Betuwe Railfreight Line) について、建設にいた
る背景と、鉄道貨物輸送の今後果たすべき役割を道路輸送と比較しなが
ら論じる。

欧州内南北輸送の要路であるスイスは、鉄道と道路の利点を併せた輸送を
行っている。現在計画がすすめられているアルプトランジット（アルプス
横断線）を中心にスイス鉄道輸送と欧州鉄道輸送網の将来について展望す
る。

鉄道貨物輸送がアメリカにおいて、その地位を確立した要因と共に、技
術面・サービス面で発展を続ける現在の姿と、今後期待される役割につ
いて論じる。

東日本鉄道文化財団の国際交流事業「第2回留学生の日本発見」に参加し
た著者が東北をはじめて列車で旅した。東京の満員電車が大嫌いな彼が
感じた列車の旅の印象。

東日本旅客鉄道の社員であると同時に、「難民を助ける会」の会員とし
てルワンダの井戸掘り隊の隊長をつとめる等NGO活動に人生を捧げる小
松博史氏の多忙な半生。

1900年以降1930年代までの軽便鉄道政策の展開、改正鉄道敷設法の意
義、支線用鉄道車両の発達を概説するとともに、その当時鉄道サービス
の改革に新しい風を吹き込んだ木下淑夫を紹介する。
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